
 

 

 

 
 

 

河合楽器とのコラボレーションでデジタルピアノに豊かな響きを実現 

 加振器・スピーカーを用いた新スピーカーシステムを開発 

                                

オンキヨー株式会社は、加振器とスピーカーを用いた新スピーカーシステムを開発し、株式会社河合楽器製作

所（以下「河合楽器」）のデジタルピアノに採用されることとなりましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

当社と河合楽器は、2015 年 11 月の資本業務提携以降、オンキヨーの高いオーディオ技術と河合楽器の優れた

ピアノ技術を高い次元で融合させたデジタルピアノの共同開発を行い、本年６月には、カワイハイブリットデジ

タルピアノ「NOVUS NV10」が発表されております。 

このたびは、その提携の第２弾として、新スピーカーシステムを開発し、デジタルピアノに、グランドピアノ

の音の拡がりを実現することに成功、同システムは河合楽器の新しいデジタルピアノに採用されることとなりま

した。 

 

今回、スピーカーシステムを進化させるために、より広い帯域、広い面積での音放射が必要と考え、響板をい

かに速く、なおかつ強力に動かせるか、徹底的にシミュレーション技術を駆使して最適化を図り、低音用と中高

音用の２種類の加振器「Vibtone」を新たに開発いたしました。 

低音用と中高音用の２つの Vibtoneを搭載することにより、低音から高音まで幅広い面積で振動と放射が可能

となり、グランドピアノに更に一歩近づくサウンドを実現しております。 

今回開発した Vibtoneは、低音用は響板に対して大振幅を可能とする駆動力を特長とし、中高音用は伝達ロ

ス成分を一切排除した構造とすることで（※）、難しいとされていた高域成分の再生を可能としたものであ

り、河合楽器からも高評価をいただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中高音用加振器ではその構造の工夫により、インピーダンス（電気信号の通りやすさ）の改善が見られ、振動が正確に。 

 

 

  

【加振器】  

報道関係各位                                平成 29 年 10月３日 

オンキヨー株式会社  

Vibtone-115 

（低音用加振器） 

Vibtone-36 

（中高音用加振器） 



 

 

 

 

 

 

また、フルレンジスピーカーユニットをピアノ上部に最適に配置し、高音域用としてドームツィーターもピア

ノ内部に配して、ピアノ全体から響く、豊かで奥行きのある音を実現いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は今後とも河合楽器との提携により、楽器分野でも当社技術を活かした新しい価値の提案、音の楽しみ方

をご提案してまいります 

 

■本件に関するお問合せ先 

オンキヨー株式会社 総務部 広報/IR 担当 辻 

〒541-0041 大阪府大阪市中央区北浜 2-2-22 TEL:06-6226-7343 

【スピーカーユニット】  

20 ㎜ドームツィーター 80 ㎜フルレンジスピーカー 


